
（報告事項）

（１）　令和６年度事業実施計画

区分

１　家畜生産農場衛生対策事業　【国庫】

（１）　疾病清浄化支援対策

１） ヨーネ病対策

   ２） 牛伝染性リンパ腫対策

   ３） ＢＶＤ対策

（２）　農場飼養衛生管理強化・疾病

農 　　　 流行防止支援対策

林 １） 農場飼養衛生管理強化対策 　　農場飼養衛生管理向上のための農場指導

水 ２） 　  吸血昆虫媒介疾病（牛異常産）対策としてのアカバネ病予防接種の実施

産

省

・ １）

全 ２）

国 ３） 事業推進対策

団

体

等

補 　　獣医療実態調査の実施

助 ５　馬防疫強化地域推進対策事業

事

業

７　地域養豚生産衛生向上対策支援事業 　　事業推進会議の開催、PED・PRRS・ADなどの疾病の発生低減・排除への取り組み

　　対策、農場を含む自衛防疫組織に対して必要な防疫対策に係る経費の助成

８　野生獣衛生推進体制促進事業

１　家畜防疫互助基金支援事業 　　　【令和６年度～令和８年度】

　　１） 家畜防疫互助事業 　　基本契約の締結、実施計画の作成、県及び地域推進会議　

　　業務年間の保険設計について、農家への周知と事業参加への推進

　　２） 家畜防疫互助等推進事業 　　基金加入事務（新規・増頭加入申し込み、互助基金加入契約、生産者積立金の

２　地域畜産支援指導等体制強化事業

　　１） 畜産関係団体調整機能強化事業 　　地域の畜産関係団体・生産者等との連携強化

　　２） 畜産経営相談窓口整備事業 　　家畜衛生に関する相談窓口の設置

３　畜産経営技術指導事業 　　県畜産協会が実施する地全協事業のうち、家畜畜産物衛生指導推進業務を受託

　　１） 家畜畜産物衛生指導活動、２）農場ＨＡＣＣＰ認証活動

２　予防注射事故対策事業 　　予防注射事故に対する注射事故見舞金の交付

「事業の目的」
家畜伝染病予防法第２条の３第４項の規定に基づき 、自衛防 疫の 強化 、推 進を 図る とと もに 自主 的措 置に よる

各種の伝染病発生予防対策を実施することで家畜の損耗を防止し、生産コストの低減による生産性の高い経営体の
育成に努める。また、家畜の健康に関する技術の指導及び検査を行い、畜産の安定的発展と安全で良質な畜産物の

事　　業　　名 事　　　業　　　内　　　容

生産を図る。 □

　

　　県のまん延防止及び清浄化を図るため防疫推進検討会及び講習会の開催

　　患畜摘発農場等における同居牛のとう汰推進

　　県のまん延防止及び清浄化を図るため防疫推進検討会及び講習会の開催

　　抗体検査等に要する経費の補助、高度感染牛のとう汰推進

　　県のまん延防止及び清浄化を図るため防疫推進検討会及び講習会の開催

　　ＢＶＤの検査及びワクチン接種等に要する経費の補助、ＰＩ牛のとう汰推進

　　農場における飼養衛生管理を向上するため推進検討会及び予防接種推進

　　計画策定会議の開催

疾病流行防止支援対策

２ 　牛疾病検査円滑化推進対策事業　【国庫】

　　農場HACCPに係る情報普及、共有、調査、及び普及推進協議会の開催

死亡牛検査促進対策 　　生産者が負担する死亡牛の適正管理費・輸送費・BSE検査要否に係る情報提供費等の補助

死亡牛検査支援対策 　　BSE検査手数料の全額(定額）を補助

　　協議会開催、事業の普及・啓発、データ管理、関係機関等との連絡調整等の実施

３　育成馬等予防接種推進事業 　　競走馬へのインフルエンザ、破傷風、馬ゲタウイルスの予防接種の実施

４　馬飼養衛生管理特別対策事業 　　地域馬飼養衛生管理体制整備委員会及び講習会の開催、競走馬以外の馬飼養農家の

 　 軽種馬への馬鼻肺炎、軽種馬以外の馬の馬インフルエンザ及び鼻肺炎予防接種

　　及び馬ワクチン接種推進検討会の開催

６　家畜防疫・衛生指導対策事業 　　農場HACCP及び地域自衛防疫に係る地域事業推進

　　地域自衛防疫に係る取組推進、防疫演習の開催、馬伝染性貧血自衛検査の推進

全
国
団
体
等

受
託
事
業

　  納付等）家畜防疫互助事業対象疾病発生に伴う互助金の交付

　　家畜衛生に関する知識・技術の向上を図るため、広報誌等を発行

　　地域衛生技術連絡協議会の開催、講習会の開催、野生獣の衛生実態調査等

１　令和６年度事業実施計画、収支予算書並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

単
独
事
業

１　予防接種事業 　　牛五種混、牛ヘモフィルス、牛異常産四種混合、炭そ等ワクチンの注射

３　自衛防疫緊急対策事業 　　口蹄疫等の畜産経営に重大な影響を与える疾病発生時のまん延防止対策

４　自衛防疫意識向上対策事業

　　認証構築指導の推進



（４）令和６年度事業実施計画（内訳）

基 本 方 針

家畜伝染病予防法第２条の３第４項の規定に基づき、自主的措置による家畜伝染

性疾病の発生予防と家畜の健康に関する技術の指導及び検査を行い、自主防疫の強

化推進によって家畜の損耗を防止することで、生産コストの低減と生産性の高い畜

産経営体を育成し、畜産の安定的発展と安全で良質な畜産物の生産を図る。

事 業 計 画

〔 国補助事業 〕

１ 家畜生産農場衛生対策事業

（１）疾病清浄化支援対策

１）牛ヨーネ病対策

ア まん延防止及び清浄化を図るための推進検討会及び講習会の開催

開催計画 検討会 １回

講習会 １回

イ 患畜摘発農場等における同居牛のとう汰推進

とう汰頭数 ４頭

２）牛伝染性リンパ腫対策

ア まん延防止及び清浄化を図るための推進検討会及び講習会の開催

開催計画 検討会 １回

講習会 １回

イ 「牛白血病に関する衛生対策ガイドライン」

に基づく対策を講じている農場の抗体・抗原検査及び証明書交付等

検査頭数 ３，７００頭

検査証明書 １０件

ウ 検査材料の採材技術料

採材頭数 １，５００頭

エ 高度感染牛のとう汰推進

とう汰頭数 ２頭

３）ＢＶＤ対策

ア まん延防止及び清浄化を図るための推進検討会の開催

開催計画 検討会 １回

イ ＢＶＤの発生農場等の検査及び証明書交付等

検査頭数 ３０頭

検査証明書 ４件



ウ ＢＶＤワクチン接種

接種頭数 ３０頭

エ ＰＩ牛のとう汰推進

とう汰頭数 １頭

（２）農場飼養衛生管理強化・疾病流行防止支援対策

ア 農場飼養衛生管理強化対策

農場のおける飼養衛生管理を向上させるための検討会の開催

開催計画 １回

イ 生産者による飼養衛生管理の向上のための取組を推進するため、獣医師等に

よる農場指導を実施する。

農場指導戸数 ２９０戸

ウ 疾病発生流行防止対策

予防注射の推進及び予防注射接種計画を策定するための検討会の開催

開催計画 １回

エ 牛異常産発生防止事業

牛の異常産の原因であるアカバネ病、チュウザン病、アイノウイルス感染症

を予防するため三種混合ワクチン接種及び四種混合ワクチン（ピ－トンウイル

ス感染症含む）を推進する。

計画頭数 ７７，５００頭

２ 牛疾病検査円滑化推進対策事業

死亡牛の適正かつ円滑な処理やＢＳＥ検査を実施するため、協議会を開催するとと

もに、対象となる死亡牛の輸送費・管理費・ＢＳＥ検査費等の一部を農家に助成する。

開催計画 １回

計画頭数 ２６０頭

〔 全国団体等補助事業 〕

１ 育成馬等予防接種推進事業

（１）馬インフルエンザ、日本脳炎、破傷風（三種基礎接種)発生予防事業

競走用育成馬等の本病発生予防のため、三種混合接種を実施する。

計画頭数 １６８頭

（２）馬インフルエンザ発生予防事業

競走用育成馬等の馬インフルエンザの発生予防のため、予防接種を実施する。

計画頭数 ７５頭

２ 馬飼養衛生管理特別対策事業

（１）県整備委員会 年１回

（２）馬防疫技術講習会 年１回

（３）馬飼養衛生実態調査 県内一円の競走馬以外の馬飼養農家



３ 馬防疫強化地域推進対策事業

（１）馬ワクチン接種等地域推進対策検討会の開催

開催計画 １回

（２）馬インフルエンザワクチン接種推進事業

馬インフルエンザ発生予防のため、競走馬以外の馬に対し補強接種を実施する。

予防接種 ８５頭

（３）馬鼻肺炎ワクチン接種推進事業

馬鼻肺炎発生予防のため、軽種馬の繁殖牝馬を対象に馬鼻肺炎ワクチン接種を実

施する。

計画頭数 ９０頭

４ 家畜防疫・衛生指導対策事業

（１）地域自衛防疫に係る取組推進、防疫演習の開催、馬伝染性貧血自衛検査の推進

（２）農場ＨＡＣＣＰ及び地域自衛防疫に係る地域事業推進

（３）農場ＨＡＣＣＰに係る情報普及、共有、調査及び普及推進協議会の開催

認証構築指導の推進

５ 野生獣衛生対策促進事業

野生獣による家畜への伝染病の伝搬拡散や人畜共通感染症の浸潤等、家畜飼養衛生

管理上の危害の防止を図るため、家畜衛生関係者等を中心とした畜産分野での情報発

信体制を構築整備するとともに、イノシシ、シカの野生獣に係る衛生実態等の調査、

畜舎侵入防止強化対策及び衛生管理に関する情報の提供を行う。

（１）地域衛生技術連絡協議会・研修会の開催 年 ３回

（２）野生獣（シカ・イノシシ）の衛生実態調査 各 ２０頭

６ 地域養豚生産衛生向上対策支援事業

ＰＲＲＳなどの生産性を阻害する疾病の発生低減・排除に取組む農場に対して、必

要な防疫対策などに係る経費の助成を行い、疾病の発生低減を図る。

（１）農場を含む関係者による地域推進会議 年 ３回

（２）ＰＲＲＳ対策に取り組む農場 繁殖経営等１４農場

〔 全国団体等受託事業 〕

１ 家畜防疫互助基金支援事業

口蹄疫、牛疫、牛肺疫、アフリカ豚熱及び豚熱の万一の発生に備え、生産者が自ら

行う互助基金の造成に対し、公益社団法人中央畜産会が助成する互助補償制度の推進

を図る。



（１）家畜防疫互助事業

推進会議の開催 県 １回、９支部 延べ ９回

（２）家畜防疫互助等推進事業（令和６年度新事業年度開始～令和８年度まで）

(令和６年度計画）

区 分 ６年度新規契約者見込み（戸） 新規契約見込頭数（頭） 積立金額見込み（円）

牛 ５，４００ ３５０，０００ ５９，０００，０００

豚 ２００ １，０８０，０００ １４５，０００，０００

合 計 ５，６００ １，４３０，０００ ２０４，０００，０００

２ 地域畜産支援指導体制強化事業

家畜衛生関連のチラシやポスターの作成、及び生産者等からの各種相談に応じるた

めの相談窓口の設置。

３ 畜産経営技術指導事業

県畜産協会が実施する地全協事業の実施要件として、衛生指導業務が不可欠なため、

家畜畜産物衛生指導活動及び農場ＨＡＣＣＰ認証活動については、県畜産協会と委託

契約を締結し当協会で実施する。

〔衛指協単独事業〕

１ 予防接種事業

（１）牛流行熱発生予防事業

牛流行熱発生が懸念されるため肉用牛、乳用牛を対象に予防接種を実施する。

計画頭数 ２００頭

（２）牛流行熱・イバラキ病混合発生予防事業

牛流行熱とイバラキ病の発生予防のため、混合ワクチンの接種を実施する。

計画頭数 １，３００頭

（３）牛五種混合生ワクチン接種事業

牛伝染性鼻気管炎(IBR)、牛ウイルス性下痢・粘膜病(BVD-MD)、牛パラインフル

エンザ3型(PI-3)、牛RSウイルス感染症(RS)、牛アデノウイルス7型感染症(Ad-7)

の五種の疾病発生を予防するため、子牛セリ市上場の子牛を対象に混合ワクチン

接種を実施する。

計画頭数 ９８，６００頭



（４）牛五種混合不活化ワクチン接種事業

牛伝染性鼻気管炎(IBR)、牛ウイルス性下痢(BVD)、牛パラインフルエンザ3型

(PI-3)、牛RSウイルス感染症(RS)、牛アデノウイルス7型感染症(Ad-7) の五種の

疾病発生を予防するため、妊娠牛を対象にワクチン接種を実施する。

計画頭数 ２６０頭

（５）牛六種混合ワクチン接種事業

牛伝染性鼻気管炎(IBR)、牛ウイルス性下痢(BVD)２価、牛パラインフルエンザ3

型(PI-3)、牛RSウイルス感染症(RS)、牛アデノウイルス7型感染症 (Ad-7)の五種

の疾病発生を予防するため、子牛を対象にワクチン接種を実施する。

計画頭数 ４７０頭

（６）牛異常産四種混合ワクチン

牛の異常産の原因であるアカバネ病、チュウザン病、アイノウイルス及びピー

トンウイルス感染症を予防するため、牛異常産混合ワクチン接種を実施する。

計画頭数 ４６０頭

（７）牛ヘモフィルス感染症発生予防事業

本病の発生予防と肉用牛子牛の商品性向上のため、予防接種を実施する。

計画頭数 ９５，２００頭

（８）炭そ発生予防事業

炭そ発生予防のため、県下全域の乳用牛及び肉用牛に予防接種を実施する。

計画頭数 １８，６７０頭

（９）豚丹毒発生予防事業

人畜共通伝染病である豚丹毒の発生予防のため、豚丹毒ワクチンの予防接種を

実施する。

計画頭数 生ワクチン １６０頭

不活化ワクチン ２０頭

（10）豚日脳、豚パルボ発生予防事業

豚の流死産発生予防のため、日脳、パルボの混合ワクチンの接種を実施する。

計画頭数 ０頭

（11）馬日本脳炎発生予防事業

馬日本脳炎発生予防のため、競走馬以外の馬に対し補強接種を実施する。

計画頭数 ３０頭

（12）馬インフルエンザ発生予防事業

馬インフルエンザ発生予防のため、競走馬以外の馬に対し補強接種を実施する。

計画頭数 １５頭



（13）馬インフルエンザ、日本脳炎、破傷風（三種基礎接種)発生予防事業

本病発生予防のため、競走馬以外の馬に対して三種混合接種を実施する。

計画頭数 ７４頭

２ 予防注射事故対策事業

予防注射事故に対する注射事故見舞金の交付を実施する。

３ 自衛防疫緊急対策事業

口蹄疫等の畜産経営に重大な影響を与える疾病が発生した際、国及び県が行うまん

延防止対策をより効果的なものにするため、消毒薬や防疫資材等を支援する。

４ 自衛防疫意識向上対策事業

家畜衛生に関する知識・技術の向上を図るため、「指導協会だより」の発行やパ

ンフレット等を作成し、自衛防疫の意識向上を図る。



公益社団法人　鹿児島県家畜畜産物衛生指導協会
　全会計 （単位：円）

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減

Ⅰ 一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

　1.経 常 増 減 の 部

　(1)経 常 収 益

　特定資産運用益(計) 1,000  2,000  △ 1,000  
　　寄託金引当資産受取利息 0  1,000  △ 1,000  
　　自衛防疫緊急対策事業積立金受取利息 1,000  1,000  0  

　事 業 収 益(計) 616,673,200  687,186,460  △ 70,513,260  
　　注射事業農家負担金収益(計) 524,990,000  568,726,000  △ 43,736,000  
　　受取全国団体等受託事業（計） 19,220,000  19,220,000  0  
　　　家畜防疫互助基金支援事業 14,720,000  14,720,000  0  
　　　地域畜産支援指導等体制強化事業 1,500,000  1,500,000  0  
　　　畜産経営技術指導事業 3,000,000  3,000,000  0  

　　受 取 補 助 金(計) 72,463,200  99,240,460  △ 26,777,260  
　　　家畜生産農場衛生対策事業 28,912,000  38,774,000  △ 9,862,000  
　　　牛疾病検査円滑化推進対策事業 8,132,400  40,065,000  △ 31,932,600  
　　　育成馬等予防接種推進事業 775,000  800,800  △ 25,800  
　　　馬飼養衛生管理特別対策事業 1,053,000  1,053,200  △ 200  
　　　馬防疫強化地域推進対策事業 2,815,000  2,792,640  22,360  
　　　家畜防疫･衛生指導対策事業 19,743,800  4,722,820  15,020,980  
      地域養豚生産衛生向上対策事業 6,532,000  6,532,000  0  
　　　野生獣衛生対策促進事業 4,500,000  4,500,000  0  

　雑　　収　　益(計) 1,000  5,900  △ 4,900  
　　受　取　利　息 1,000  5,900  △ 4,900  

     経 常 収 益 計 616,675,200  687,194,360  △ 70,519,160  

　(2)経 常 費 用

　事　　業　　費（計） 613,463,936  698,976,660  △ 85,512,724  
　　役　員　報　酬 5,788,336  5,657,480  130,856  
　　給　料　手　当 46,637,500  45,016,370  1,621,130  
　　賃　　　　　金 8,501,250  13,387,300  △ 4,886,050  
　　退 職 給 付 費 用 2,653,000  3,000,000  △ 347,000  
　　福 利 厚 生 費 8,460,000  9,013,000  △ 553,000  
　　技　　術　　料 117,004,479  140,042,105  △ 23,037,626  
　　薬　　剤　　費 321,927,921  350,387,575  △ 28,459,654  
　　会　　議　　費 107,000  241,000  △ 134,000  
　　旅 費 交 通 費 5,076,140  4,729,404  346,736  
　　通 信 運 搬 費 3,024,650  3,304,605  △ 279,955  
　　減 価 償 却 費 6,018,000  5,471,000  547,000  
　　消耗什器備品費 340,000  1,200,000  △ 860,000  
　　消　耗　品　費 4,844,930  7,091,161  △ 2,246,231  
　　修　　繕　　費 150,000  200,000  △ 50,000  
　　印 刷 製 本 費 1,473,160  1,421,193  51,967  
　　光 熱 水 料 費 180,000  228,000  △ 48,000  
　　賃　　借　　料 6,283,200  5,763,600  519,600  
　　保　　険　　料 700,000  700,000  0  
　　諸　　謝　　金 1,995,550  1,875,884  119,666  
　　租　税　公　課 8,550,000  9,334,000  △ 784,000  
　　渉　　外　　費 93,000  84,000  9,000  
　　支 払 負 担 金 1,025,000  1,200,000  △ 175,000  
　　支 払 補 助 金 22,729,170  61,152,890  △ 38,423,720  
　　支 払 交 付 金 800,000  900,000  △ 100,000  
　　委　　託　　費 4,607,850  4,606,150  1,700  
　　事 業 推 進 費 34,343,800  22,769,943  11,573,857  
　　雑　　　　　費 150,000  200,000  △ 50,000  

（５） 令和６年度収支予算書
令和 06年04月01日から  令和 07年03月31日まで



公益社団法人　鹿児島県家畜畜産物衛生指導協会
　全会計 （単位：円）

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　　減

（５） 令和６年度収支予算書
令和 06年04月01日から  令和 07年03月31日まで

　管　　理　　費（計） 5,567,000  6,161,000  △ 594,000  
　　役　員　報　酬 559,000  580,000  △ 21,000  
　　給　料　手　当 830,000  920,000  △ 90,000  
　　退 職 給 付 費 用 7,000  30,000  △ 23,000  
　　福 利 厚 生 費 782,000  899,000  △ 117,000  
　　会　　議　　費 566,000  557,000  9,000  
　　旅 費 交 通 費 530,000  445,000  85,000  
　　通 信 運 搬 費 193,000  121,000  72,000  
　　減 価 償 却 費 111,000  210,000  △ 99,000  
　　消　耗　品　費 378,000  502,000  △ 124,000  
　　消耗什器備品費 100,000  180,000  △ 80,000  
　　印 刷 製 本 費 105,000  105,000  0  
　　光 熱 水 料 費 11,000  14,000  △ 3,000  
　　渉 　 外　  費 180,000  230,000  △ 50,000  
　　諸　　謝　　金 154,000  312,000  △ 158,000  
　　賃　　借　　料 348,000  348,000  0  
　　保　　険　　料 118,000  13,000  105,000  
　　租　税　公　課 12,000  12,000  0  
　　支 払 負 担 金 303,000  403,000  △ 100,000  
　　事 業 推 進 費 240,000  200,000  40,000  
　　雑　　　　　費 40,000  80,000  △ 40,000  

   経 常 費 用 計 619,030,936  705,137,660  △ 86,106,724  
　 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,355,736  △ 17,943,300  15,587,564  
　 　当 期 経 常 増 減 額 △ 2,355,736  △ 17,943,300  15,587,564  

　2.経 常 外 増 減 の 部

　(1)経 常 外 収 益

     経 常 外 収 益 計 0  0  0  

　(2)経 常 外 費 用

     経 常 外 費 用 計 0  0  0  
　　　 当 期 経 常 外 増 減 額 0  0  0  
　　　 他会計振替前当期一般正味財産増減 △ 2,355,736  △ 17,943,300  15,587,564  
　　　 当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ 2,355,736  △ 17,943,300  15,587,564  
　　　 一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 405,229,844  405,229,844  0  
　　　 一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 402,874,108  387,286,544  15,587,564  

Ⅱ 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

     　当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0  0  0  
     　指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0  0  0  
     　指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0  0  0  
Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 402,874,108  387,286,544  15,587,564  
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